
（別紙３）

～ 2026年3月13日

（対象者数） 34 （回答者数） 4

～ 2026年2月12日

（対象者数） 7 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動のバリエーションを増やし、年間を通して計画的に実
施する
・専門的指導や外部施設との連携を強化する

2

・振り返りの時間を設け、言語化を促す機会を増やす
・保護者への共有を行い、家庭との連携を深める

3

・学習と運動の相乗効果を高めるプログラムを検討
・個別支援計画と連動した学習支援の充実

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・室内でも身体を動かせるプログラムの充実
・室内施設や地域資源の活用を検討する

2

・スモールステップで課題設定の徹底
・職員間での一貫とした関わりの共有との明確化

3

・学習支援の時間を流れのルール化
・子供の特性に応じた学習環境の整備
・スキル向上のための研修や情報共有

身体を使った体験活動の豊富さ（川遊び、ラフティング、ボル
タリング、スケート等）

・子どもの発達段階に合わせて活動内容や難易度を調整してい
る
・安全面に配慮し、事前説明やルールの共有を徹底している

自然体験を通した情緒、社会性の育成（川遊び、外遊び、季節
活動）

・自然の中でルールや危険回避を具体的に伝えている
・子供同士の関りを大切にし、協力する場面を意図的に作って
いる

学習支援と運動バランス（公文式導入） ・個々に合わせた無理のない課題設定を行っている
・運動後など集中しやすいタイミングで学習を取り入れている

学習支援体制の充実 ・学習支援が始まったばかりで、支援方法や定着にばらつきが
有る
・運動中心の活動とのバランス調整が必要

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

天候や季節に左右されやすい活動体制 ・野外活動が中心のため、天候不良時に活動内容が制限される
・代替プログラムバリエーションが不足している

活動の個別支援の最適化 ・活動が大きい分、個々の発達差への細やかな対応が難しい場
面がある
・集団活動の中で支援が一律になりやすい

2026年2月12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　３月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ストレングス　わくワーク広場おーぶ

○保護者評価実施期間 2026年2月12日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


